
平成２９年度気象防災アドバイザー育成研修
水害の現場からの対応策やその取組状況

平成３０年３月１８日（日）

作成：岩泉町総務課防災対策室



岩手県・岩泉町とは
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★位置
北上山地の東部、盛岡市など3市1町

3村に隣接。
★地形
耕地は少なく急峻で、

林野率が約91％と高い。
河川流域に沿って集落を形成。

石灰岩層は、日本三大鍾乳洞のひと
つ龍泉洞をはじめ安家洞など鍾乳洞群
を形成。
★面積
９９２．３８平方キロメートル

（東西５１ｋｍ、南北４１ｋｍ）
本州一広い町（東京都23区＋横浜市）

★人口・世帯数（H28/8/31現在）
９，９４７人、世帯数４，５８７世帯

★小学校12校、中学校5校、
高等学校1校
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安家川

小本川

長内川

大川

三田貝川

清水川

安家洞

龍泉洞

道の駅

道の駅

赤鹿水位観
測所

松橋川

鼠入川

猿沢川

岩泉町の主要河川
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上流端 下流端

小本川 小本川 48.7 門字三田貝川合流点 河口まで

大川 大川 45.6 釜津田字櫃取 小本川合流点
安家川 安家川 27.9 安家字松ケ沢合流点 野田村堺

左岸：岩泉字小屋敷
右岸：岩泉字神成
左岸：中島字長内
右岸：中島字中島

2.9長内川 河口まで

小本川合流点

長内川

水系 河川名
延長
㎞

区域

清水川 清水川 5.7
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日蔭水位観
測所

摂待川



そのとき岩泉町でなにが
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【台風概要】

・８月19日、八丈島近海で発
生

・８月30日朝、関東地方に接
近

・同日17時半、大船渡市付近
上陸

・気象庁観測史上初の太平洋
側から直接東北地方への上
陸
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■災害発生の気象要因
★台風の進路
★強い雨雲の通過位置
★地形が影響

7

【岩泉町状況】

・H28年８月の月降水量は586㎜
・1～27日までの積算雨量は

336.5mm
（８月月平均157.4mm）

・28～30日の総雨量は250.5㎜
（月全体の42.71％）

・日最大１時間降水量 70.5mm
・三時間最大降水量 152mm
・最大風速11.3ｍ（15時台）

北

上

山

地
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櫃取

釜津田

権現

国境

坂本

栃の木

安家支所

小川支所

大川支所

小本支所

有芸支所

本庁

■岩泉町内雨量計設置数
岩泉町・・・１２箇所
ｱﾒﾀﾞｽ ・・・ ２箇所
岩手県・・・ ６箇所
（うち岩泉町対象数４箇所）

計 ２０箇所

赤鹿水位観
測所

日蔭水位観
測所



時間 国境 権現 小川支所 櫃取 釜津田 大川支所 本庁
赤鹿上流

ポイント合計値
赤鹿水位
（ｍ）

上昇
（ｍ）

時刻 小本支所 大平 安家支所
日蔭水位
（ｍ）

上昇
（ｍ）

時刻

0~1 2 3 1 1 1 2 2 12 1.21 1:00 1 1 7 1.26 1:00

1~2 1 3 1 3 3 2 3 16 1.21 0.00 2:00 0 3 4 1.29 0.03 2:00

2~3 1 1 0 0 0 2 3 7 1.23 0.02 3:00 1 2 2 1.32 0.03 3:00

3~4 1 3 2 1 1 3 3 14 1.26 0.03 4:00 0 1 5 1.37 0.05 4:00

4~5 0 4 0 2 2 5 0 13 1.30 0.04 5:00 1 2 2 1.4 0.03 5:00

5~6 0 1 1 4 1 3 1 11 1.34 0.04 6:00 0 0 1 1.42 0.02 6:00

6~7 4 4 3 5 5 6 4 31 1.36 0.02 7:00 0 1 4 1.44 0.02 7:00

7~8 3 3 1 3 6 3 2 21 1.39 0.03 8:00 0 4 4 1.47 0.03 8:00

8~9 3 2 2 3 6 4 1 21 1.42 0.03 9:00 0 6 3 1.51 0.04 9:00

9~10 2 5 2 5 7 4 1 26 1.46 0.04 10:00 0 6 6 1.58 0.07 10:00

10~11 3 13 2 4 12 2 0 36 1.50 0.04 11:00 0 6 3 1.64 0.06 11:00

11~12 7 15 3 7 13 8 1 54 1.56 0.06 12:00 0 13 1 1.73 0.09 12:00

12~13 5 12 5 5 14 6 1 48 1.63 0.07 13:00 0 14 5 1.82 0.09 13:00

13~14 9 12 11 3 8 10 9 62 1.71 0.08 14:00 0 15 1 1.94 0.12 14:00

14~15 9 17 6 12 15 18 4 81 1.85 0.14 15:00 1 12 0 2.04 0.10 15:00

15~16 26 32 31 22 27 42 31 211 2.09 0.24 16:00 8 9 33 2.18 0.14 16:00

16~17 28 32 32 17 25 43 29 206 2.38 0.29 17:00 3 32 47 2.67 0.49 17:00

17~18 25 31 32 16 27 39 60 230 3.17 0.79 18:00 24 47 52 3.55 0.88 18:00

18~19 8 5 13 2 6 13 40 87 5.10 1.93 19:00 4 46 53 4.61 1.06 19:00

19~20 0 0 0 1 0 1 1 3 6.61 1.51 20:00 0 26 1 3.94 (0.67) 20:00

20~21 0 1 0 1 0 0 0 2 6.38 (0.23) 21:00 0 0 1 3.21 (0.73) 21:00

21~22 0 0 0 1 0 0 0 1 6.15 (0.23) 22:00 0 0 0 * 22:00

22~23 0 0 0 0 0 0 0 0 5.48 (0.67) 23:00 0 0 0 * 23:00

23~24 0 0 0 0 0 0 0 0 5.08 (0.40) 0:00 0 0 0 * 0:00

日合計 137 199 148 118 179 216 196 1193 43 246 235

3時間最大 79 95 95 55 79 124 129 35 125 152

　時間帯 15-17 15-17 15-17 15-17 15-17 15-17 16-18 15-17 16-18 16-18
総雨量 147 219 166 127 191 231 249 1330 55 263 288
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■人的被害（H30/2/1現在）
死亡者・・・２４人

（東京都在住者１人、関連死３人含む）
行方不明者・・・０人

■孤立集落
8月30日から9月1日にかけて一時

「全町孤立状態」に
最大値 9月2日 ４２８世帯（9月19日孤立解消）

８７３人 （３２集落 約３０％）
■避難者数（避難所）
8月30日から12月26日まで７か所設置

（田野畑村１か所）
最大値 8月30日 ６７７人 延べ25,820人
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区分 住家 非住家 計

全壊 ４５２ ５３６ ９８８

大規模半壊 ２３６ ２９８ ５３４

半壊 ２５５ ７３ ３２８
半壊に至らない ４１ ２４ ６５

合 計 ９８４ ９３１ １，９１５

■建物被害（H30/1/19現在）
住家被害割合 20.37％
非住家被害割合 19.48％

被害額約19億7182万円
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分野別被害額 （精査中）

区 分 被害額 備 考

建物 19億7396万円 住家・非住家

土木施設等 110億7524万円
河川133ヵ所、道路368ヵ所、橋
梁10ヵ所、公共下水道6ヵ所

農業施設 83億5400万円
農業施設、農地・農業用施設、
農作物ほか

林業施設 11億701万円
林業施設、林地荒廃、林産物、
森林

水産施設 7億3070万円
さけます孵化場・内水面漁業施
設等、防波堤

医療・社会
福祉施設等

6億9055万円
老人保健施設、町立診療所、こ
ども園等
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【参考】岩泉町内における岩手県管理施設（河川・道路・橋梁）の

被害額 93億5167万円

【参考】東日本大震災の被害額 約44億1000万円

区 分 被害額 備 考

商工関係・
観光施設

52億9716円
商工業142事業所、第3セクター
関連施設、観光施設

教育施設 3億7734万円 町立小中学校施設、岩泉球場

水道施設 11億円 簡易水道施設

その他施設 21億1729万円 通信施設、消防施設ほか

計 328億2325万円
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上流側

下流側
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受 援
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■救助・救出・捜索
○消防機関の活動
岩手県内消防応援

10消防本部 23隊 84名（延べ801名）
緊急消防援助隊（地上＋航空）
地上：6都県 257隊 1，044名
航空：3県 3隊 20名

○警察機関の活動
警察災害派遣隊 19都府県 約1，200人
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○自衛隊の活動
人 員 延べ約2，090名
車 両 延べ約690両

水トレーラー43両、水タンク32両、
炊事車23両

航空機 延べ77機
その他 ＬＯ人員延べ253名

（車両延べ102両）
※人命救助（道路啓開含む）

のほか生活支援
＋自治体職員等の輸送
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○専門チーム支援
ＴＥＣーＦＯＲＣＥ 国土交通省
ＤーＭＡＴ 県医療局
災害ボランティア（団体・個人） etc

リエゾン：国土交通省、岩手県
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岩泉町の対応と課題そして取組
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■ 課 題

（１） 危険想定
①気象情報、②現地情報、③決断

（２） 本部体制
①事務局機能、②情報トリアージ、③役割配分

（３） 受援体制
①平時の取組み、②統制力

（４） 情報の配信と収集
①通信の多様化、②人の力

（５） 要配慮者及び要配慮者利用施設の避難確保
①平時の取組
②避難行動要支援者名簿と個別避難計画
③要配慮者利用施設の避難確保計画と避難訓練

（６） 孤立化対策と安否確認
①平時の取組、②地区防災体制、③町指定避難所
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■時間経過
時刻 気象警報 町対策（警戒）本部 雨量・水位

８／２９
６：４７

岩手県気象情報
１時間に８０mm猛烈な雨

弱い雨が降ったり止
んだり

１０：００ 町長副町長協議

１３：００ 町災害警戒本部設置 赤鹿水位 １．０７ｍ
日蔭水位 １．０８ｍ

８／３０
５：１９

大雨（土砂災害）、暴風警
報

７：０８ 岩手県気象情報（図形情
報）
１６時～２１時
１時間に８０mm猛烈な雨

９：００ 避難準備情報発令
避難所６か所設置
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時刻 気象警報 町対策本部 雨量・水位

１０：１６ 洪水警報

１２：３７ 県土砂災害警戒情
報発令第２号
岩泉町

１時間１０mmの雨

１３：４６ 停電開始（安家）

１４：００ 避難勧告発令（２行政区）
町災害対策本部設置
（主査以上配備）

上流部で雨が強まる
赤鹿水位 １．７１ｍ
日蔭水位 １．９４ｍ

１５：００ 固定電話情報が増える
本部増員（5→10）

赤鹿水位 １．８５ｍ
日蔭水位 ２．０４ｍ

１６：００ 河川上流域で被害発生 赤鹿水位 ２．０９ｍ

１６：４７ 盛岡地方気象台ホッ
トライン

「岩泉町では、５０年に一度
に相当する記録的な大雨に
なっている。２～３時間は強
い雨が続く見込み。引き続き
厳重な警戒をお願いする。」
※総務課内で情報止まる

赤鹿水位 ２．３８ｍ
１７時
大川積算雨 １６３mm
大川時間雨 ４３mm
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時刻 気象警報 町対策本部 雨量・水位

１７：２０頃 岩泉土木センター
水位情報

「赤鹿水位観測所 １７時２０
分に氾濫注意水位２．５０ｍを
超過し今後も上場する見込
み」
※この電話情報の覚知なし

大川３時間 １２４mm
15-17ｈ

１７時台 防災行政無線不通

１７：３０頃 台風大船渡付近上陸

１７：２８ 全職員配備

１９：００ 消防署部隊出動不能 赤鹿水位堤防高超え
４．８７ｍ

１９：４５ 福祉施設１Ｆ水没予想時刻

１９：５７ 自衛隊派遣県へ要請

２０：２５ 役場本庁舎停電

２０：５０ 赤鹿最高水位 ６．３８ｍ

２１：００ 自衛隊派遣県から要請
災害対策本部会議

空には星が広がる

全町孤立 道路啓開
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時刻 気象警報 町対策本部 雨量・水位

８／３１ 救助・救出・安否確認

自衛隊、警察隊、消防隊、ＴＥ
ＣーＦＯＲＣＥ 、ＤーＭＡＴ

指定機関、岩手県現地対策
本部、個人団体ボランティア

報道陣、国機関、国要人

９／２頃 定例記者会見

９／３ 被災家屋調査

９／４ 台風第１２号接近 全町避難指示
孤立集落からの航空救助

９／８ 前線を伴う低気圧
の接近

全町避難勧告
災害浸水区域への避難指示

９／１９ 孤立集落解消
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時刻 気象警報 町対策本部 雨量・水位

１０／１ り災証明書発行開始

１０／１１ 町災害対策本部廃止
復旧・復興本部設置

１１／２ 仮設住宅入居開始

１２／２６ 避難所閉鎖
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時 刻 項 目 課 題 取 組

８／２７
１６：５０

台風第１０号に関する岩手
県気象情報第１号発表
・３０日に接近

８／２９
６：４７

台風第１０号に関する岩手
県気象情報第３号発表

・３０日夕方から夜には強い
勢力で暴風域を伴って北日
本に接近する
・１時間に８０mmの猛烈な雨
・24h雨量多いところで３００
～５００mm

・気象情報からの危険
想定
・早期体制の確立

・防災情報提供システム
・気象台ホットライン活用
・県支援チーム助言
・タイムライン作成

８／２９
１３：００

町災害警戒本部設置
・午前１０時町長協議
・１３時現在水位１ｍ超え

氾濫注意差１．５ｍ（小本
川）

・早期体制確立と起こり
うる災害に備える

・河川管理者ホットライン
周知河川指定（H29.5.26）
・発令文書改正、事前周知

・要配慮者戸別行動計画策
定

要配慮者利用施設避難
確保計画策定

■時系列に見る課題と取組
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時 刻 項 目 課 題 取 組

８／３０
７：０８

台風第１０号に関する岩手
県気象情報第７号（図形情
報）

・正常性バイアス ・図上訓練
・人材育成（研修）

■時系列に見る課題と取組
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時 刻 項 目 課 題 取 組

８／３０
９：００

避難準備情報発令
避難所６箇所設置

・避難準備情報の趣旨周知
・避難準備情報周知文

・発令文書の改正、事前
周知

・避難行動要支援者個
別行動計画

・要配慮者利用施設避
難確保計画

１２：３７ 県土砂災害警戒情報発令第
２号
岩泉町追加

・危険想定 ・防災情報提供システム
・気象台ホットライン活用
・県支援チーム助言
・タイムライン作成

１４：００ 避難勧告発令（安家地区２
行政区）
安家水位観測所 １．９４ｍ
赤鹿水位観測所 １．７１ｍ
（氾濫注意差０．７９ｍ）

町災害対策本部設置（主査
以上配備）

・地元情報の活用
・危険想定、勧告対象範囲

・平時から緊急時への切り
替え

・消防団との連携強化

・警戒は広く、点では無く
面

・初動態勢の強化
・タイムランと訓練
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時 刻 項 目 課 題 取 組

１５：００
～
２０：００

本部事務局機能の停止
防止行政無線停止

停電発生、固定電話不通、Ｉ
Ｐ網寸断
消防署部隊出動不能

全町災害の発生、集落孤立
化

自主的避難行動、地域開設
避難所
町から県へ自衛隊派遣要請

・重要防災情報と一般情報
・町長への重要情報の伝達

・避難勧告等基準（数値と
実地）
・通信の多様化と人力
・防災体制の強化

・町指定避難所と指定避難
場所
・災害協定と訓練

・本部支援室の設置

・時間軸を加えた危険想
定での判断

・携帯電話活用。衛星携
帯電話配置

・公的防災力の継続性
計画策定

・地区自主防災組織強化
と連携

・協定内容確認の定例化、
訓練

２１：００ 県から自衛隊派遣要請
町災害対策本部会議
道路啓開

・情報の共有、役割配分
・重要性、優先性、安全性

・定例開催、役務の平準
化
・災害協定
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時 刻 項 目 課 題 取 組

８／３１ 救助・救出・安否確認 ・受援体制と統制
・情報一元化と取り扱い
・死亡確定と行方不明者
・安否確認
・孤立集落
・道路啓開

・担当窓口一元化、場所、部屋
の決定
・安否確認用名簿の統一化
・安否確認用図面の統一化

報道陣対応
国機関対応
国要人対応

・メディアスクラム
・省庁調査班受入れ
・業務の中断

・報道統制（記者会見等）部屋
確保

・関係課窓口の一元化と情報
共有

・担当窓口一元化、必要最低
限

９／３ 被災家屋調査 ・り災証明書発行の流れ ・システム化とマニュアル化

岩泉町地域防災計画 ・平時の活用 ・全部改訂
・マニュアルの作成
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■水防警報及び水位周知を行う河川の指定
（H29/5/26指定）

基準水位 小本川 安家川

堤防高 ４．８７０ｍ －

水
位
周
知

氾濫危険水位
（特別警戒水位） １．８ｍ １．８ｍ

避難判断水位
１．６ｍ １．３ｍ

水
防
警
報

氾濫注意水位
（警戒水位） １．３ｍ（２．５ｍ） １．１ｍ

水防団待機水位
（通報水位） ０．９ｍ（２．０ｍ） １．０ｍ

（ ）書きは水位周知河川指定前の数値
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№ 出水時期 河川 水防警報
最高
水位

避難勧告等 対象
土砂
警報

被害状況

１ ８/２２～２３ 小本川 水防団待機 無 有

２
８/２４～２５ 小本川

安家川
氾濫危険
氾濫注意

１．９４
１．１４

準備
無

流域
有

土砂冠水５

３ ９/１２ 小本川 水防団待機 無

４
９/１７～１８
（台風18号）

小本川 水防団待機 準備 全町
有

暴風被害

５ ９/２１ 小本川 水防団待機 無

６

１０/２２～２４
（台風21号）

小本川
安家川

氾濫危険
氾濫危険

２．４２
１．８２

準備⇒勧告
準備⇒勧告

全町 土砂冠水
１１
航空救助
３名

７
１０/２９

～１１/２
小本川 水防団待機 無

８
Ｈ３０/３/８～
（雨と融雪水）

小本川
安家川

避難判断
水防団待機

１．７１ 無
無

道路冠水２

■平成29年度中の水防警報発表状況
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合同本部会議

現地指揮本部会議
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復旧と復興

47

日本三大鍾乳洞 龍泉洞
営業再開



道の駅いわいずみオープン

六次産業の主力商品
岩泉ヨーグルト販売開始
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いわいずみ型発注者支援ＣＭ方式（三者協定方式）による設計検討や工程管理などの支
援を受け、国道、県道、各種公共工事等との調整を図りながら、地区別（ロット）に発注
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■復旧・復興事業の推進計画
★集落の形成

災害公営住宅の整備、住宅移転地の確保、空き家等の利活用

★防災体制の強化

災害に強い道路網の形成、災害情報収集・伝達手段等の確立
自主防災活動支援

★産業経済の再生

地場産業の再生と強化、企業誘致の推進、
自然景観の再生と観光産業の復興
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■応急仮設団地の状況（平成２９年１２月末）
●建設数 １０団地 ２２３戸 ●入居状況 １７６世帯 ３５９人
■災害公営住宅建設・移転地整備予定（平成３０年２月末時点）
建設予定数 ８１戸（単身用３９戸、２人世帯用３０戸、３人以上世帯用１２戸）
整備予定数 ２５戸（移転地自宅再建予定数）



平成２８年台風第１０号による河川の増水で
町内にある７３箇所の生活橋が流出し、多数の
町民が不便な生活を来しています。生活橋は個
人の所有のため、基本的には個人による復旧が
原則となりますが、多額の費用（５億円以上）が
かかる上、被害箇所も多く、復旧が困難な状況
です。
現在、岩泉町が単管パイプで仮の橋を建設し
ましたが、強風での橋の揺れや降雨融雪による
危険が大変大きく、長期にわたる使用は大変む
ずかしい状況です。
不便で不安な生活を現在も強いられている被
災町民のために、一刻も早い生活橋の復旧を必
要としています。そのため、企業団体・個人の皆
様から支援募金を募集いたします。
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■最後に
◇出来ないことを並べるよりは、できることをし
ましょう。
◇まずは自分の命をまもりましょう！
ひとを助けるのはその次です。
◇自分だけ大丈夫はありえません。
自然災害は人を選びません。
◇ひとはすぐにはできません。訓練・経験あるの
みです。

自助 近助 共助 公助
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ご清聴
ありがとうございました。

改めて皆様の
ご支援に感謝申し上げます。
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